科目名：比較文化概論Ａ　担当教員：廣瀬浩司
単位数：3　　標準履修年次：1・2　　実施学期：1〜3　　曜時限：水２
Ｉ　思想分野における学際研究を進めるための基礎知識を、具体例に則して講義する。
とりわけ「身体行為」と「イメージ」の関係につき、最先端の理論とつき合わせて講義するつもりです。
 II. 内容

　まさに私たちが行為しつつあるとき、あるいは新しいことができるようになったとき、さらにはこれまでできたことが突然できなくなったとき、どのようにイメージを活用すればよいのか。

　具体例：

（１）リハビリテーション

（２）ダンスにおける身体イメージ：勅使河原三郎、フォーサイス、能

（３）荒川修作の建築

（４）じぶんの身体をみずから感じるということはどういうことか。

その他：スポーツにおける身体イメージ。アフォーダンス理論。統合失調症の身体感覚。。。など

 

III. 評価方法・基準
出席点を加味し、学期末の試験による。

IV. 参考文献
授業中に指示するが、河本英夫『哲学、脳を揺さぶる』を購入してもらう予定。開講時に出席し、指示を受けること。

V. その他
原則として比較文化概論Ｂとペアで履修すること。
